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  五
戸
町
議
会
議
員
任
期
満
了

議
員
他
・
前
列
左
か
ら
３
人
目
教
育
長
・
５
人
目
町
長
・
７
人
目
副
町
長

後
列
中
央
事
務
局
長
・
右
事
務
局
職
員
・
中
列
右
端
事
務
局
職
員



③ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ②

委
員
会
付
託
と
は

　本
会
議
で
議
題
と

な
っ
て
い
る
議
案
な
ど

に
つ
い
て
、
所
管
す
る

委
員
会
な
ど
へ
詳
し
い

審
査
や
調
査
を
委
ね
る

こ
と
。

特
別
会
計
と
は

　特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
そ
の
他
特
定
の
歳

入
を
歳
出
に
充
て
、
一

般
の
歳
入
歳
出
と
区
分

し
て
経
理
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
、
条
例
に

よ
っ
て
設
置
す
る
会
計

の
こ
と
。

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
　
　
△
１
３
３
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
１
５
４
１
万
７
千
円

主
な
内
容

・
一
般
会
計
繰
出
金
で
あ
る

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
２
６
５
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
２
９
２
０
万
２
千
円

主
な
内
容

・
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
１
９
５
万
円

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
収
益
的
収
入

病
院
医
業
収
益
等
１
３
９

１
万
６
千
円
を
減
額
し
28

億
７
０
８
０
万
９
千
円

・
収
益
的
支
出

病
院
医
業
費
用
等
１
６
３

１
万
円
を
減
額
し
28
億
５

７
７
２
万
２
千
円

・
資
本
的
支
出

建
設
改
良
費
２
５
７
万
６

千
円
を
追
加
し
４
億
７
１

４
３
万
４
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責

任
で
実
施
す
る
東
北
地
方

整
備
局
青
森
河
川
国
道
事

務
所
の
存
続
を
求
め
る
陳

情
陳
情
者

国
土
交
通
労
働
組
合
東
北

建
設
支
部
青
森
分
会

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
択

●
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

採
択
の
陳
情

陳
情
者

　
青
森
県
労
働
組
合
総
連
合

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

審
議
未
了

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責

任
で
実
施
す
る
東
北
地
方

整
備
局
青
森
河
川
国
道
事

務
所
の
存
続
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

　
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大

臣
・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
あ
て

全
員
賛
成
で
可
決

●
教
育
委
員
の
任
命

◎
三
　
浦
　
　
　
浩
　
氏

（
55
歳
）

字
正
場
沢

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
中
川
原
　
　
　
經
　
氏

（
68
歳
）

大
字
扇
田
字
寺
沢

●
五
戸
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
制
定

【
内
容
】

・
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
を
制
定
。

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
８
８
３
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
94
億
５
６
３
５
万
７
千
円

主
な
内
容

・
一
般
職
給
料
等

　
　
　
　
△
２
８
７
９
万
円

・
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
４
８
４
４
万
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
費

　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
交
付
金

　
　
　
　
　
△
５
０
６
万
円

・
臨
時
財
政
対
策
債
償
還
利

子
　
　
　
　
　
△
５
１
２
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
△
２
９
０
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
４
億
７
４
４
０
万
１
千
円

主
な
内
容

・
過
誤
徴
収
分
還
付
金

　
　
　
　
　
△
２
４
４
万
円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
６
８
３
７
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
29
億
１
５
９
９
万
３
千
円

主
な
内
容

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
等
で
あ
る

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
　
９
１
１
９
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
22
億
６
９
４
５
万
９
千
円

主
な
内
容

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

で
あ
る

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
△
９
５
３
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
４
億
４
９
８
万
９
千
円

主
な
内
容

・
一
般
職
給
料
等
で
あ
る

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
　
　
△
２
８
６
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
１
億
１
０
４
５
万
円

主
な
内
容

・
倉
石
東
部
地
区
排
水
施
設

台
帳
整
備
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
△
３
０
０
万
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
△
２
２
２
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
１
億
３
７
４
万
１
千
円

主
な
内
容

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
２
２
２
万
円

議決件数　19件（うち議会案　１件）

原案可決

15　件

同　　意

４　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第34回　平成27年12月　定例会
12月10日から15日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

●
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
個
人
番
号
及
び
法
人
番
号

に
係
る
定
義
を
定
め
る
ほ

か
所
要
の
改
正
。

●
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
介
護
保
険
料
の
徴
収
猶
予

及
び
減
免
申
請
に
個
人
番

号
を
追
加
す
る
ほ
か
所
要

の
改
正
。

●
五
戸
町
営
牧
場
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
伴
う
所
要
の
改
正
。

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

議
会
提
出
案
件

み

う
ら

ひ
ろ
し

な
か
が
わ
ら

お
さ
む

と
う

き
ゅ
う

じ

た

か
ず

お

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
太
　
田
　
和
　
夫
　
氏

（
66
歳
）

字
下
モ
沢
向

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
佐
　
藤
　
久
　
治
　
氏

（
62
歳
）

字
下
タ
ノ
沢
頭

全
員
賛
成
で
同
意

審
議
の
結
果

お
おさ

一
般
会
計
と
は

　地
方
公
共
団
体
の
会

計
区
分
の
う
ち
、
そ
の

基
本
的
な
経
理
を
中
心

と
し
た
会
計
の
こ
と
。

条
例
の
制
定
　
　
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
３
件

補
正
予
算
　
10
件

意
見
書
案
　
１
件

人
事
　
４
件

陳
情
の
審
議



③ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ②

委
員
会
付
託
と
は

　本
会
議
で
議
題
と

な
っ
て
い
る
議
案
な
ど

に
つ
い
て
、
所
管
す
る

委
員
会
な
ど
へ
詳
し
い

審
査
や
調
査
を
委
ね
る

こ
と
。

特
別
会
計
と
は

　特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
そ
の
他
特
定
の
歳

入
を
歳
出
に
充
て
、
一

般
の
歳
入
歳
出
と
区
分

し
て
経
理
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
、
条
例
に

よ
っ
て
設
置
す
る
会
計

の
こ
と
。

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
　
　
△
１
３
３
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
１
５
４
１
万
７
千
円

主
な
内
容

・
一
般
会
計
繰
出
金
で
あ
る

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
２
６
５
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
２
９
２
０
万
２
千
円

主
な
内
容

・
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
１
９
５
万
円

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
収
益
的
収
入

病
院
医
業
収
益
等
１
３
９

１
万
６
千
円
を
減
額
し
28

億
７
０
８
０
万
９
千
円

・
収
益
的
支
出

病
院
医
業
費
用
等
１
６
３

１
万
円
を
減
額
し
28
億
５

７
７
２
万
２
千
円

・
資
本
的
支
出

建
設
改
良
費
２
５
７
万
６

千
円
を
追
加
し
４
億
７
１

４
３
万
４
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責

任
で
実
施
す
る
東
北
地
方

整
備
局
青
森
河
川
国
道
事

務
所
の
存
続
を
求
め
る
陳

情
陳
情
者

国
土
交
通
労
働
組
合
東
北

建
設
支
部
青
森
分
会

・
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

採
択

●
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

採
択
の
陳
情

陳
情
者

　
青
森
県
労
働
組
合
総
連
合

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

審
議
未
了

●
社
会
資
本
整
備
を
国
の
責

任
で
実
施
す
る
東
北
地
方

整
備
局
青
森
河
川
国
道
事

務
所
の
存
続
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

　
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大

臣
・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院

議
長
あ
て

全
員
賛
成
で
可
決

●
教
育
委
員
の
任
命

◎
三
　
浦
　
　
　
浩
　
氏

（
55
歳
）

字
正
場
沢

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
中
川
原
　
　
　
經
　
氏

（
68
歳
）

大
字
扇
田
字
寺
沢

●
五
戸
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
制
定

【
内
容
】

・
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
を
制
定
。

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
８
８
３
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
94
億
５
６
３
５
万
７
千
円

主
な
内
容

・
一
般
職
給
料
等

　
　
　
　
△
２
８
７
９
万
円

・
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
４
８
４
４
万
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
費

　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
交
付
金

　
　
　
　
　
△
５
０
６
万
円

・
臨
時
財
政
対
策
債
償
還
利

子
　
　
　
　
　
△
５
１
２
万
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
△
２
９
０
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
４
億
７
４
４
０
万
１
千
円

主
な
内
容

・
過
誤
徴
収
分
還
付
金

　
　
　
　
　
△
２
４
４
万
円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
６
８
３
７
万
５
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
29
億
１
５
９
９
万
３
千
円

主
な
内
容

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
等
で
あ
る

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　
　
　
　
９
１
１
９
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
22
億
６
９
４
５
万
９
千
円

主
な
内
容

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等

で
あ
る

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
△
９
５
３
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
４
億
４
９
８
万
９
千
円

主
な
内
容

・
一
般
職
給
料
等
で
あ
る

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
　
　
△
２
８
６
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
　
１
億
１
０
４
５
万
円

主
な
内
容

・
倉
石
東
部
地
区
排
水
施
設

台
帳
整
備
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
△
３
０
０
万
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

　
　
　
△
２
２
２
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
　
１
億
３
７
４
万
１
千
円

主
な
内
容

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
２
２
２
万
円

議決件数　19件（うち議会案　１件）

原案可決

15　件

同　　意

４　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第34回　平成27年12月　定例会
12月10日から15日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

●
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
個
人
番
号
及
び
法
人
番
号

に
係
る
定
義
を
定
め
る
ほ

か
所
要
の
改
正
。

●
五
戸
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
介
護
保
険
料
の
徴
収
猶
予

及
び
減
免
申
請
に
個
人
番

号
を
追
加
す
る
ほ
か
所
要

の
改
正
。

●
五
戸
町
営
牧
場
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
伴
う
所
要
の
改
正
。

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

議
会
提
出
案
件

み

う
ら

ひ
ろ
し

な
か
が
わ
ら

お
さ
む

と
う

き
ゅ
う

じ

た

か
ず

お

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
太
　
田
　
和
　
夫
　
氏

（
66
歳
）

字
下
モ
沢
向

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
佐
　
藤
　
久
　
治
　
氏

（
62
歳
）

字
下
タ
ノ
沢
頭

全
員
賛
成
で
同
意

審
議
の
結
果

お
おさ

一
般
会
計
と
は

　地
方
公
共
団
体
の
会

計
区
分
の
う
ち
、
そ
の

基
本
的
な
経
理
を
中
心

と
し
た
会
計
の
こ
と
。

条
例
の
制
定
　
　
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
３
件

補
正
予
算
　
10
件

意
見
書
案
　
１
件

人
事
　
４
件

陳
情
の
審
議



⑤ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ④

12
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

　
調
査
の
趣
旨
か
ら
詳
し
い

こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
が
、
三
八
管
内
は
県
平
均

を
上
回
る
位
置
に
お
り
、
郡

内
で
も
決
し
て
悪
く
は
な

い
位
置
に
い
る
。

　
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

三
つ
の
基
本
理
念
の
一
つ
に

「
教
育
の
質
を
高
め
る
」と

あ
る
。
成
果
を
検
証
す
る
意

味
で
伺
う
。

　
文
部
科
学
省
と
県
教
育
委

員
会
が
行
っ
た
学
習
状
況
調

査
の
当
町
の
結
果
は
。

　
特
色
あ
る
施
策
と
し
て

「
英
語
力
の
向
上
」
に
取
り

組
む
と
あ
る
が
、
ど
の
程
度

か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
詳
し
い

こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
が
、
悲
観
す
べ
き
位
置
で

は
な
い
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
ど
の
よ

う
な
形
で
生
か
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
、
順
位
を
公
表
し

な
い
こ
と
で
、
学
校
と
家
庭

及
び
地
域
の
共
有
の
重
要
性

が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
の
指

摘
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

　
ど
の
分
野
や
項
目
が
苦
手

な
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
克

服
や
指
導
法
を
検
証
し
、
教

育
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

　
順
位
の
公
表
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
序
列
化
を
招
き
、

テ
ス
ト
対
策
偏
重
の
授
業
や

成
績
不
振
の
生
徒
を
休
ま
せ

る
な
ど
様
々
な
損
失
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
。

　
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
保

護
者
と
情
報
共
有
を
し
っ
か

り
と
図
り
な
が
ら
学
校
教
育

を
進
め
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
で
い
じ
め
の

再
調
査
を
求
め
た
と
こ
ろ
全

体
で
約
３
万
件
増
え
た
と
い

う
事
だ
が
当
町
の
差
異
は
。

　
当
町
に
お
い
て
は
当
初
１

件
か
ら
８
件
へ
と
増
え
た
。

こ
れ
は
い
じ
め
の
認
知
を
め

ぐ
る
解
釈
を
幅
広
く
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、「
か
ら

か
い
」や
短
期
間
で
解
決
に

至
っ
た
も
の
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　
表
彰
条
例
の
事
務
取
扱
要

領
に
原
則
60
歳
以
上
と
年
齢

制
限
規
定
が
あ
る
の
は
、
ど

う
い
う
理
由
か
。

　
国
及
び
県
の
基
準
を
参
考

に
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
定
年
が
60
歳
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
役

時
に
社
会
貢
献
し
た
者
を
表

彰
す
る
と
い
う
こ
と
で
原
則

60
歳
以
上
に
し
た
と
推
測
す

る
が
、
確
た
る
と
こ
ろ
は
分

か
ら
な
い
。

 

　
表
彰
要
件
と
年
齢
制
限
と

二
重
の
条
件
を
課
し
て
い
る

が
、
表
彰
目
的
と
年
齢
制
限

と
の
整
合
性
は
。

　
た
だ
し
書
き
に
「
功
績
が

特
に
抜
群
顕
著
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」

と
あ
り
、
例
え
ば
、
30
歳
代

の
議
員
が
表
彰
要
件
の
15
年

を
経
て
も
60
歳
に
な
ら
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
適

用
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

五戸町善行章

五戸町功労章

柏田 雅俊 議員

◆
表
彰
基
準
の
考
え
方
は

　
町
長
　
国
及
び
県
の
基
準
を
参
考
に

　
　
　
　
し
て
い
る

　
最
近
各
方
面
で
人
手
不
足

が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
農
業

に
於
い
て
も
農
家
の
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
よ
り
人
手
不

足
に
な
っ
て
お
り
、
畑
作
の

ナ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ニ
ク
生
産
の

障
害
に
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
田
子
町
の
ニ
ン
ニ
ク
生
産

量
は
約
９
０
０
ト
ン
で
あ
る

が
、
一
部
作
付
拡
大
の
動
き

が
あ
る
も
の
の
、
廃
業
す
る

農
家
も
あ
り
、
生
産
量
は
増

え
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　
五
戸
町
も
同
様
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま

た
、
外
国
人
農
業
研
修
員
の

活
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
農
作
業
の
繁
忙
期
に
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
作
業
人
夫

を
探
す
の
が
大
変
だ
と
い
う

声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
特
別
な
対
策
は
取

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
三
八
管
内
市
町
村
で
も

同
様
で
あ
る
。

　
事
業
で
は
、
障
害
者
に
農

作
業
を
し
て
い
た
だ
く「
障

害
者
農
業
就
労
促
進
事
業
」

が
あ
る
が
、
作
業
で
き
る
内

容
が
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
る

た
め
双
方
合
致
し
な
い
こ
と

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
人
手
不
足
を
理
由

に
外
国
人
研
修
生
を
活
用
す

る
こ
と
は
、
制
度
の
趣
旨
に

合
わ
な
い
。

　
現
状
で
は
な
か
な
か
良
い

解
決
策
は
な
い
状
況
だ
が
、

今
後
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら

人
手
不
足
の
状
況
を
調
査
・

把
握
し
、
町
と
し
て
効
果
的

な
対
策
が
と
れ
る
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

　
五
戸
川
は
暫
く
氾
濫
し
て

い
な
い
が
、
土
砂
の
堆
積
に

よ
り
川
幅
が
減
少
し
て
い
る

所
が
多
数
あ
る
。
特
に
五
戸

小
の
下
の
あ
た
り
か
ら
下
流

に
か
け
て
堆
積
し
た
土
砂
に

雑
木
が
生
え
川
幅
が
半
分
に

な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
、
ひ

と
た
び
増
水
す
れ
ば
川
の
流

れ
が
妨
げ
ら
れ
氾
濫
の
恐
れ

が
あ
る
。

　
今
年
の
茨
城
県
の
大
水
害

も
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。

　
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り

集
中
豪
雨
が
多
発
し
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
氾

濫
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

五
戸
川
の
管
理
は
県
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
町
か
ら
県

へ
強
く
働
き
か
け
て
早
く
改

善
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
件
に
関
し
て
は
県

に
、
整
備
要
望
を
写
真
付

き
で
提
出
し
て
お
り
、
毎
年

堆
積
土
砂
の
撤
去
や
雑
木
の

伐
採
を
お
願
い
し
て
い
る

が
、
数
年
前
の
土
砂
の
撤

去
以
来
、
何
も
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
雑
木
の
伐
採
を
募
っ
て
い

る
が
い
ま
だ
に
申
込
み
や
問

い
合
わ
せ
が
な
い
。

　
浸
水
被
害
を
受
け
る
前

に
、
少
し
で
も
改
善
さ
れ

る
よ
う
県
に
強
く
要
望
し
て

い
く
。

㈱倉石地域振興公社

一般質問

 

答 

髙
橋
教
育
長 

 

答 

髙
橋
教
育
長 

 

答 

髙
橋
教
育
長 

 

答 

髙
橋
教
育
長 

答 

三
浦
町
長

答 

佐
々
木
総
務
課
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
町
の
教
育
の
現
状
は

　
教
育
長
　
学
力
は
県
平
均
を
上
回
り
、

　
　
　
　
　
い
じ
め
は「
か
ら
か
い
」等

　
　
　
　
　
８
件

◆
農
業
に
お
け
る
人
手
不
足
対
策
は

　
町
長
　
現
状
で
は
良
い
解
決
策
が

　
　
　
　
な
い

◆
五
戸
川
の
治
水
対
策
は

　
町
長
　
県
に
強
く
要
望
す
る

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

根森 隆雄 議員

雑木が生い茂る五戸川



⑤ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ④

12
月
定
例
会
で
は
５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

　
調
査
の
趣
旨
か
ら
詳
し
い

こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
が
、
三
八
管
内
は
県
平
均

を
上
回
る
位
置
に
お
り
、
郡

内
で
も
決
し
て
悪
く
は
な

い
位
置
に
い
る
。

　
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

三
つ
の
基
本
理
念
の
一
つ
に

「
教
育
の
質
を
高
め
る
」と

あ
る
。
成
果
を
検
証
す
る
意

味
で
伺
う
。

　
文
部
科
学
省
と
県
教
育
委

員
会
が
行
っ
た
学
習
状
況
調

査
の
当
町
の
結
果
は
。

　
特
色
あ
る
施
策
と
し
て

「
英
語
力
の
向
上
」
に
取
り

組
む
と
あ
る
が
、
ど
の
程
度

か
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
詳
し
い

こ
と
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
が
、
悲
観
す
べ
き
位
置
で

は
な
い
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
ど
の
よ

う
な
形
で
生
か
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
、
順
位
を
公
表
し

な
い
こ
と
で
、
学
校
と
家
庭

及
び
地
域
の
共
有
の
重
要
性

が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
の
指

摘
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

　
ど
の
分
野
や
項
目
が
苦
手

な
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
克

服
や
指
導
法
を
検
証
し
、
教

育
活
動
に
活
か
し
て
い
る
。

　
順
位
の
公
表
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
序
列
化
を
招
き
、

テ
ス
ト
対
策
偏
重
の
授
業
や

成
績
不
振
の
生
徒
を
休
ま
せ

る
な
ど
様
々
な
損
失
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
。

　
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
保

護
者
と
情
報
共
有
を
し
っ
か

り
と
図
り
な
が
ら
学
校
教
育

を
進
め
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
で
い
じ
め
の

再
調
査
を
求
め
た
と
こ
ろ
全

体
で
約
３
万
件
増
え
た
と
い

う
事
だ
が
当
町
の
差
異
は
。

　
当
町
に
お
い
て
は
当
初
１

件
か
ら
８
件
へ
と
増
え
た
。

こ
れ
は
い
じ
め
の
認
知
を
め

ぐ
る
解
釈
を
幅
広
く
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、「
か
ら

か
い
」や
短
期
間
で
解
決
に

至
っ
た
も
の
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　
表
彰
条
例
の
事
務
取
扱
要

領
に
原
則
60
歳
以
上
と
年
齢

制
限
規
定
が
あ
る
の
は
、
ど

う
い
う
理
由
か
。

　
国
及
び
県
の
基
準
を
参
考

に
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
定
年
が
60
歳
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
役

時
に
社
会
貢
献
し
た
者
を
表

彰
す
る
と
い
う
こ
と
で
原
則

60
歳
以
上
に
し
た
と
推
測
す

る
が
、
確
た
る
と
こ
ろ
は
分

か
ら
な
い
。

 

　
表
彰
要
件
と
年
齢
制
限
と

二
重
の
条
件
を
課
し
て
い
る

が
、
表
彰
目
的
と
年
齢
制
限

と
の
整
合
性
は
。

　
た
だ
し
書
き
に
「
功
績
が

特
に
抜
群
顕
著
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」

と
あ
り
、
例
え
ば
、
30
歳
代

の
議
員
が
表
彰
要
件
の
15
年

を
経
て
も
60
歳
に
な
ら
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
適

用
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

五戸町善行章

五戸町功労章

柏田 雅俊 議員

◆
表
彰
基
準
の
考
え
方
は

　
町
長
　
国
及
び
県
の
基
準
を
参
考
に

　
　
　
　
し
て
い
る

　
最
近
各
方
面
で
人
手
不
足

が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
農
業

に
於
い
て
も
農
家
の
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
よ
り
人
手
不

足
に
な
っ
て
お
り
、
畑
作
の

ナ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ニ
ク
生
産
の

障
害
に
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
田
子
町
の
ニ
ン
ニ
ク
生
産

量
は
約
９
０
０
ト
ン
で
あ
る

が
、
一
部
作
付
拡
大
の
動
き

が
あ
る
も
の
の
、
廃
業
す
る

農
家
も
あ
り
、
生
産
量
は
増

え
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　
五
戸
町
も
同
様
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま

た
、
外
国
人
農
業
研
修
員
の

活
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
農
作
業
の
繁
忙
期
に
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
作
業
人
夫

を
探
す
の
が
大
変
だ
と
い
う

声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
特
別
な
対
策
は
取

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
三
八
管
内
市
町
村
で
も

同
様
で
あ
る
。

　
事
業
で
は
、
障
害
者
に
農

作
業
を
し
て
い
た
だ
く「
障

害
者
農
業
就
労
促
進
事
業
」

が
あ
る
が
、
作
業
で
き
る
内

容
が
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
る

た
め
双
方
合
致
し
な
い
こ
と

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
人
手
不
足
を
理
由

に
外
国
人
研
修
生
を
活
用
す

る
こ
と
は
、
制
度
の
趣
旨
に

合
わ
な
い
。

　
現
状
で
は
な
か
な
か
良
い

解
決
策
は
な
い
状
況
だ
が
、

今
後
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら

人
手
不
足
の
状
況
を
調
査
・

把
握
し
、
町
と
し
て
効
果
的

な
対
策
が
と
れ
る
か
ど
う
か

検
討
し
た
い
。

　
五
戸
川
は
暫
く
氾
濫
し
て

い
な
い
が
、
土
砂
の
堆
積
に

よ
り
川
幅
が
減
少
し
て
い
る

所
が
多
数
あ
る
。
特
に
五
戸

小
の
下
の
あ
た
り
か
ら
下
流

に
か
け
て
堆
積
し
た
土
砂
に

雑
木
が
生
え
川
幅
が
半
分
に

な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
、
ひ

と
た
び
増
水
す
れ
ば
川
の
流

れ
が
妨
げ
ら
れ
氾
濫
の
恐
れ

が
あ
る
。

　
今
年
の
茨
城
県
の
大
水
害

も
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。

　
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り

集
中
豪
雨
が
多
発
し
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
氾

濫
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

五
戸
川
の
管
理
は
県
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
町
か
ら
県

へ
強
く
働
き
か
け
て
早
く
改

善
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
件
に
関
し
て
は
県

に
、
整
備
要
望
を
写
真
付

き
で
提
出
し
て
お
り
、
毎
年

堆
積
土
砂
の
撤
去
や
雑
木
の

伐
採
を
お
願
い
し
て
い
る

が
、
数
年
前
の
土
砂
の
撤

去
以
来
、
何
も
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
雑
木
の
伐
採
を
募
っ
て
い

る
が
い
ま
だ
に
申
込
み
や
問

い
合
わ
せ
が
な
い
。

　
浸
水
被
害
を
受
け
る
前

に
、
少
し
で
も
改
善
さ
れ

る
よ
う
県
に
強
く
要
望
し
て

い
く
。

㈱倉石地域振興公社

一般質問

 

答 

髙
橋
教
育
長 

 

答 

髙
橋
教
育
長 

 

答 

髙
橋
教
育
長 

 

答 

髙
橋
教
育
長 

答 

三
浦
町
長

答 

佐
々
木
総
務
課
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
町
の
教
育
の
現
状
は

　
教
育
長
　
学
力
は
県
平
均
を
上
回
り
、

　
　
　
　
　
い
じ
め
は「
か
ら
か
い
」等

　
　
　
　
　
８
件

◆
農
業
に
お
け
る
人
手
不
足
対
策
は

　
町
長
　
現
状
で
は
良
い
解
決
策
が

　
　
　
　
な
い

◆
五
戸
川
の
治
水
対
策
は

　
町
長
　
県
に
強
く
要
望
す
る

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

根森 隆雄 議員

雑木が生い茂る五戸川
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夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
平
成
28
年
度
の
主
要
施
策

は
。

　
五
戸
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
実
施

計
画
に
掲
げ
て
い
る
施
策
が

最
も
目
玉
と
な
る
。

　
産
業
・
雇
用
対
策
、
移
住
・

定
住
促
進
対
策
、
少
子
化
対

策
、
地
域
づ
く
り
な
ど
多
方

面
に
亘
る
事
業
を
展
開
す
る
。

　
予
算
規
模
と
骨
格
は
。

　
普
通
会
計
の
予
算
規
模

は
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
維
持

補
修
費
及
び
補
助
費
な
ど
の

増
が
見
込
ま
れ
、
前
年
度
当

初
予
算
よ
り
や
や
増
額
と
な

る
見
通
し
で
あ
る
。

　
主
な
新
規
事
業
は
。

　
五
戸
消
防
署
の
移
転
新
築

事
業
、
ご
当
地
カ
ー
ド
整
備

事
業
、
ま
ち
の
駅
整
備
促
進

事
業
、
２
人
目
以
降
の
保
育

料
無
料
化
事
業
、
中
学
生
ま

で
の
入
通
院
費
無
料
化
事

業
、
農
村
振
興
基
本
計
画

の
策
定
、
農
業
の
担
い
手
確

保
・
育
成
支
援
事
業
、
農
村

地
域
の
活
性
化
推
進
事
業
、

二
本
柳
橋
橋
梁
長
寿
命
化
工

事
、
簡
易
水
道
事
業
基
本
計

画
の
策
定
、
水
道
施
設
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
歴

史
民
俗
資
料
展
示
施
設
整

備
事
業
、
ひ
ば
り
野
陸
上
競

技
場
管
理
棟
改
修
工
事
、
サ
ッ

カ
ー
場
管
理
棟
建
設
工
事
、

海
外
研
修
支
援
事
業
な
ど
。

　
企
業
誘
致
活
動
は
。

　
ま
た
、
既
存
の
工
業
団
地

に
空
き
は
あ
る
の
か
。
進
出

企
業
が
あ
っ
た
場
合
の
用
地

等
の
確
保
は
可
能
か
。

　
職
員
を「
あ
お
も
り
産
業

立
地
フ
ェ
ア
」に
派
遣
し
、

誘
致
活
動
の
研
修
を
さ
せ
、

独
自
の
誘
致
活
動
に
つ
な
げ

て
い
く
。

　
地
蔵
平
工
業
団
地
に
は
空

き
は
な
い
。
相
談
が
あ
れ
ば

町
内
を
調
査
し
適
地
を
紹
介

す
る
。
進
出
企
業
が
あ
っ
た

場
合
に
は
出
来
る
限
り
の
協

力
は
す
る
。

　
地
場
産
業
の
育
成
に
向
け

て
、
新
た
に
町
独
自
の
優
遇

制
度
を
設
け
る
考
え
は
。

　
総
合
戦
略
の
施
策
に
も
の

づ
く
り
支
援
事
業
が
あ
り
、

具
体
的
に
は
製
品
の
開
発
、

販
路
拡
大
等
の
活
動
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
町
独

自
の
優
遇
制
度
を
設
け
、
地

場
企
業
の
成
長
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
五
戸
町
汚
水
処
理
基
本
構

想
の
見
直
し
は
。

　
策
定
し
て
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
、
汚
水
処
理
を
取
り

ま
く
諸
事
情
も
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
お
り
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
見
直
し
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
町
設

置
型
の
考
え
は
。

　
維
持
管
理
費
用
な
ど
財
政

負
担
が
増
え
る
た
め
現
段
階

で
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い

る
。

大久保 均 議員

◆
企
業
誘
致
と
地
場
産
業
の
優
遇
を
問
う

◆
五
戸
町
汚
水
処

　理
基
本
構
想
を

　問
う

　
豪
雨
に
よ
る
平
成
25
年
９

月
の
馬
淵
川
の
氾
濫
、
平
成

27
年
９
月
の
鬼
怒
川
の
氾
濫

は
記
憶
に
新
し
い
。

　
当
町
で
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
が
、

水
害
に
対
す
る
具
体
的
な
政

策
は
。

　
平
成
20
年
度
に
作
成
し
配

布
し
て
い
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
浸
水
予
測
を
地
図

化
し
た
も
の
で
、
住
民
が
的

確
安
全
に
避
難
す
る
の
に
役

立
て
る
こ
と
で
、
被
害
の
低

減
に
有
効
と
な
る
。

　
ま
た
、
避
難
経
路
の
作
成

や
情
報
収
集
伝
達
方
法
な
ど

見
直
し
て
い
く
。

　
災
害
が
目
前
に
せ
ま
っ
た

時
や
悪
化
し
た
時
の
対
策
は

あ
る
が
、
そ
の
前
の
段
階
と

し
て
、
五
戸
川
河
川
敷
の
雑

木
伐
採
や
川
底
の
掘
り
下
げ

な
ど
行
う
考
え
は
。

　
県
へ
河
床
整
備
の
た
め
の

土
砂
の
撤
去
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
こ
こ
数
年
は
手
が

つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
県
に
強
く
要
望
す
る
。

　
雑
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
長
会
議
で
も
話
し
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が「
切
っ
て

や
る
よ
」と
言
う
人
達
が
居

る
よ
う
な
の
で
お
願
い
し
な

が
ら
、
何
と
か
安
全
な
五
戸

川
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
現
金

盗
難
事
件
は
、
間
も
な
く
時

効
に
な
る
が
、
対
す
る
考
え

は
。

　
時
効
ま
で
１
年
だ
が
被
疑

者
の
検
挙
に
至
っ
て
い
な
い
。

捜
査
状
況
に
つ
い
て
は
捜
査

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら

コ
メ
ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
警
察
か
ら
の
回
答

で
あ
る
。

　
倉
石
地
域
振
興
公
社
に
は

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と

な
く
捜
査
に
協
力
し
て
、
検

挙
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

　
時
効
も
近
い
こ
と
か
ら
、

町
民
か
ら「
ど
う
な
っ
て
る

ん
だ
」と
問
わ
れ
る
。

　
警
察
の
捜
査
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
程
度
に
町
と
し
て
も

情
報
収
集
で
き
な
い
も
の
か
。

　
通
り
す
が
り
の
犯
行
で
は

な
い
と
い
う
事
で
、
広
く
情

報
収
集
す
る
こ
と
は
考
え
な

か
っ
た
。

　
早
期
に
解
決
す
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
証
拠
が

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
近
場
で
あ
れ
広
域
で
あ
れ

情
報
収
集
出
来
れ
ば
よ
か
っ

た
と
思
う
。

　
と
に
か
く
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
事
件
な
の
で
、
町
と
し

て
町
民
の
納
得
す
る
対
処
を

お
願
い
し
た
い
。

㈱倉石地域振興公社

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
平
成
28
年
度
予
算
の
基
本
方
針

　を
問
う

◆
五
戸
川
流
域
の
水
害
対
策
は

　町
長

　県
に
強
く
要
望
し
進
め
て
い
く

◆
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
現
金
盗
難
事
件
の
捜
査
状
況
は

　町
長

　進
展
し
て
い
な
い

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

川村 浩昭 議員
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夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド

　
平
成
28
年
度
の
主
要
施
策

は
。

　
五
戸
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
実
施

計
画
に
掲
げ
て
い
る
施
策
が

最
も
目
玉
と
な
る
。

　
産
業
・
雇
用
対
策
、
移
住
・

定
住
促
進
対
策
、
少
子
化
対

策
、
地
域
づ
く
り
な
ど
多
方

面
に
亘
る
事
業
を
展
開
す
る
。

　
予
算
規
模
と
骨
格
は
。

　
普
通
会
計
の
予
算
規
模

は
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
維
持

補
修
費
及
び
補
助
費
な
ど
の

増
が
見
込
ま
れ
、
前
年
度
当

初
予
算
よ
り
や
や
増
額
と
な

る
見
通
し
で
あ
る
。

　
主
な
新
規
事
業
は
。

　
五
戸
消
防
署
の
移
転
新
築

事
業
、
ご
当
地
カ
ー
ド
整
備

事
業
、
ま
ち
の
駅
整
備
促
進

事
業
、
２
人
目
以
降
の
保
育

料
無
料
化
事
業
、
中
学
生
ま

で
の
入
通
院
費
無
料
化
事

業
、
農
村
振
興
基
本
計
画

の
策
定
、
農
業
の
担
い
手
確

保
・
育
成
支
援
事
業
、
農
村

地
域
の
活
性
化
推
進
事
業
、

二
本
柳
橋
橋
梁
長
寿
命
化
工

事
、
簡
易
水
道
事
業
基
本
計

画
の
策
定
、
水
道
施
設
遠
隔

監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
歴

史
民
俗
資
料
展
示
施
設
整

備
事
業
、
ひ
ば
り
野
陸
上
競

技
場
管
理
棟
改
修
工
事
、
サ
ッ

カ
ー
場
管
理
棟
建
設
工
事
、

海
外
研
修
支
援
事
業
な
ど
。

　
企
業
誘
致
活
動
は
。

　
ま
た
、
既
存
の
工
業
団
地

に
空
き
は
あ
る
の
か
。
進
出

企
業
が
あ
っ
た
場
合
の
用
地

等
の
確
保
は
可
能
か
。

　
職
員
を「
あ
お
も
り
産
業

立
地
フ
ェ
ア
」に
派
遣
し
、

誘
致
活
動
の
研
修
を
さ
せ
、

独
自
の
誘
致
活
動
に
つ
な
げ

て
い
く
。

　
地
蔵
平
工
業
団
地
に
は
空

き
は
な
い
。
相
談
が
あ
れ
ば

町
内
を
調
査
し
適
地
を
紹
介

す
る
。
進
出
企
業
が
あ
っ
た

場
合
に
は
出
来
る
限
り
の
協

力
は
す
る
。

　
地
場
産
業
の
育
成
に
向
け

て
、
新
た
に
町
独
自
の
優
遇

制
度
を
設
け
る
考
え
は
。

　
総
合
戦
略
の
施
策
に
も
の

づ
く
り
支
援
事
業
が
あ
り
、

具
体
的
に
は
製
品
の
開
発
、

販
路
拡
大
等
の
活
動
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
町
独

自
の
優
遇
制
度
を
設
け
、
地

場
企
業
の
成
長
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
五
戸
町
汚
水
処
理
基
本
構

想
の
見
直
し
は
。

　
策
定
し
て
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
、
汚
水
処
理
を
取
り

ま
く
諸
事
情
も
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
お
り
、
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
見
直
し
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
町
設

置
型
の
考
え
は
。

　
維
持
管
理
費
用
な
ど
財
政

負
担
が
増
え
る
た
め
現
段
階

で
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い

る
。

大久保 均 議員

◆
企
業
誘
致
と
地
場
産
業
の
優
遇
を
問
う

◆
五
戸
町
汚
水
処

　理
基
本
構
想
を

　問
う

　
豪
雨
に
よ
る
平
成
25
年
９

月
の
馬
淵
川
の
氾
濫
、
平
成

27
年
９
月
の
鬼
怒
川
の
氾
濫

は
記
憶
に
新
し
い
。

　
当
町
で
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
が
、

水
害
に
対
す
る
具
体
的
な
政

策
は
。

　
平
成
20
年
度
に
作
成
し
配

布
し
て
い
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
浸
水
予
測
を
地
図

化
し
た
も
の
で
、
住
民
が
的

確
安
全
に
避
難
す
る
の
に
役

立
て
る
こ
と
で
、
被
害
の
低

減
に
有
効
と
な
る
。

　
ま
た
、
避
難
経
路
の
作
成

や
情
報
収
集
伝
達
方
法
な
ど

見
直
し
て
い
く
。

　
災
害
が
目
前
に
せ
ま
っ
た

時
や
悪
化
し
た
時
の
対
策
は

あ
る
が
、
そ
の
前
の
段
階
と

し
て
、
五
戸
川
河
川
敷
の
雑

木
伐
採
や
川
底
の
掘
り
下
げ

な
ど
行
う
考
え
は
。

　
県
へ
河
床
整
備
の
た
め
の

土
砂
の
撤
去
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
こ
こ
数
年
は
手
が

つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　
県
に
強
く
要
望
す
る
。

　
雑
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
長
会
議
で
も
話
し
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が「
切
っ
て

や
る
よ
」と
言
う
人
達
が
居

る
よ
う
な
の
で
お
願
い
し
な

が
ら
、
何
と
か
安
全
な
五
戸

川
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
現
金

盗
難
事
件
は
、
間
も
な
く
時

効
に
な
る
が
、
対
す
る
考
え

は
。

　
時
効
ま
で
１
年
だ
が
被
疑

者
の
検
挙
に
至
っ
て
い
な
い
。

捜
査
状
況
に
つ
い
て
は
捜
査

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら

コ
メ
ン
ト
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
警
察
か
ら
の
回
答

で
あ
る
。

　
倉
石
地
域
振
興
公
社
に
は

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と

な
く
捜
査
に
協
力
し
て
、
検

挙
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

　
時
効
も
近
い
こ
と
か
ら
、

町
民
か
ら「
ど
う
な
っ
て
る

ん
だ
」と
問
わ
れ
る
。

　
警
察
の
捜
査
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
程
度
に
町
と
し
て
も

情
報
収
集
で
き
な
い
も
の
か
。

　
通
り
す
が
り
の
犯
行
で
は

な
い
と
い
う
事
で
、
広
く
情

報
収
集
す
る
こ
と
は
考
え
な

か
っ
た
。

　
早
期
に
解
決
す
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
証
拠
が

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
近
場
で
あ
れ
広
域
で
あ
れ

情
報
収
集
出
来
れ
ば
よ
か
っ

た
と
思
う
。

　
と
に
か
く
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
事
件
な
の
で
、
町
と
し

て
町
民
の
納
得
す
る
対
処
を

お
願
い
し
た
い
。

㈱倉石地域振興公社

一般質問
答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
平
成
28
年
度
予
算
の
基
本
方
針

　を
問
う

◆
五
戸
川
流
域
の
水
害
対
策
は

　町
長

　県
に
強
く
要
望
し
進
め
て
い
く

◆
夢
の
森
ハ
イ
ラ
ン
ド
現
金
盗
難
事
件
の
捜
査
状
況
は

　町
長

　進
展
し
て
い
な
い

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

川村 浩昭 議員



⑨ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ⑧

　
五
戸
総
合
病
院
の
接
遇
は

良
く
な
っ
た
か
。

　
接
遇
の
改
善
は
日
々
努
力

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
町

民
に
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
病
児
保
育
は
検
討
し
た
か
。

　
検
討
し
た
結
果
、
人
員
・

経
費
等
負
担
が
大
き
い
た
め

現
段
階
で
は
難
し
い
と
の
結

論
で
あ
る
。

　
国
会
議
員
が
枕
花
を
供
与

し
た
こ
と
で
問
題
に
な
っ
た

が
、
ほ
か
に
ど
ん
な
こ
と
が

違
反
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

町
民
に
も
周
知
す
る
べ
き
で

は
。

　
公
職
に
あ
る
も
の
は
寄
付

が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
花
輪

や
盛
り
か
ご
な
ど
は
寄
付
に

該
当
す
る
。
た
だ
し
、
６
親

等
内
の
血
族
、
配
偶
者
及
び

３
親
等
内
の
姻
族
が
亡
く
な

っ
た
場
合
の
花
輪
や
盛
り
か

ご
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
人
が
出
席
す
る
葬
儀

等
の
香
典
は
認
め
ら
れ
る
。

　
町
民
へ
の
周
知
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
付
な
ど
考
え
た

い
。

　
刑
罰
は
。

　
時
効
は
あ
る
の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
べ
き

か
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
は
、
警
察
に
通
報
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
人

の
名
誉
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

慎
重
に
す
る
必
要
は
あ
る
。

　
刑
が
確
定
す
れ
ば
罰
金
は

も
ち
ろ
ん
、
５
年
間
は
公
職

に
着
け
な
い
。

　
通
報
は
何
年
経
っ
て
も
で

き
る
が
、
３
年
以
上
経
過
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
時

効
と
な
る
。

　
第
９
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
売
買
契
約
が
合
意
解

約
と
な
っ
た
経
緯
は
。

 

　
落
札
業
者
が
水
槽
の
位
置

の
と
ら
え
方
を
誤
解
し
て
お

り
、
こ
の
位
置
で
は
作
れ
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
。

　
な
お
、
町
の
仕
様
書
の
表

記
も
あ
い
ま
い
だ
っ
た
た
め

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
課
さ
な
い
合

意
解
約
と
し
、
再
度
調
整
し

再
入
札
す
る
。

　
水
槽
の
位
置
へ
の
質
問
書

が
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
き

ら
か
に
業
者
の
ミ
ス
。
私
は

２
〜
３
年
は
入
札
に
参
加
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
。

　
ま
た
、
過
去
10
年
間
の
仕

様
書
を
み
る
と
、
例
え
ば
Ｇ

Ｍ
と
書
い
て
あ
れ
ば
同
じ
業

者
と
１
０
０
％
契
約
し
て
い

る
。
今
回
は
新
し
い
業
者
の

話
が
持
ち
上
が
り
、
う
た
が

え
ば
キ
リ
が
な
い
。
仕
様
書

は
特
定
の
業
者
に
合
わ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
し
、
購
入
担

当
者
を
よ
く
指
導
し
て
頂
き

た
い
。

尾形 裕之 議員

◆
葬
儀
に
関
し
て
の
公
職
選
挙
法
違
反

　
と
は

　町
長

　花
輪
盛
り
か
ご
な
ど
禁
止

　
　
　
　さ
れ
て
い
る

◆
第
９
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

　
購
入
は
ど
う
な
る
の
か

　町
長

　再
入
札
と
な
る

㈱倉石地域振興公社

一般質問
答 

蝦
名
院
長 

答 

蝦
名
院
長 

答 

三
浦
町
長

答 

金
澤
選
管
委
員
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
五
戸
総
合
病
院
の
接
遇
の
改
善
は

　院
長

　努
力
し
て
い
る

町
と
し
て
は
水
槽
の
位

置
は
車
両
中
央
（
上
図
）

を
意
味
し
て
い
た
が
、
業

者
は
艤
装
中
央（
下
図
）

と
と
ら
え
て
い
た

　
平
成
27
年
10
月
16
日
、
田

子
町
に
て
八
戸
圏
域
定
住
自

立
圏
形
成
促
進
議
員
連
盟
主

催
に
よ
る
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
、
五
戸
町
議
会
議
員
11
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

視
察

・
田
子
町
に
ん
に
く
専
用

Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫

・
県
境
産
業
廃
棄
物

不
法
投
棄
現
場

講
演

「
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
」

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
長

黒
瀬
　
敏
文
　
氏

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
関
す
る
勉
強
会

　
平
成
27
年
11
月
６
日
、
三

戸
町
に
て
三
戸
郡
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

五
戸
町
議
会
議
員
15
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
演

「
八
戸
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
広

域
連
携
に
つ
い
て
」

八
戸
市
長
　
小
林
　
眞
　
氏

　
講
師
は
震
災
の
復
興
事
業

と
と
も
に
進
め
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
の
紹
介
と
、
広
域
で

の
連
携
の
重
要
性
を
説
き
ま

し
た
。

三
戸
郡
町
村
議
会

議

員

研

修

会

　
平
成
27
年
10
月
29
日
、
山

形
県
尾
花
沢
市
議
会
市
民
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
等
６
名

が
、
行
政
視
察
の
た
め
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
路

線
バ
ス
の
運
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
当
町
の
取
り
組
み

事
例
を
も
と
に
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
尾
花
沢
市
は
人
口
約
１
万
７

５
０
０
人
、
銀
山
温
泉
が
有
名

で
、
尾
花
沢
す
い
か
や
尾
花
沢

牛
な
ど
が
特
産
。
サ
ッ
カ
ー
女

子
日
本
代
表
監
督
佐
々
木
則
夫

氏
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
る
。

山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

議
員
当
町
を
行
政
視
察

　
平
成
28
年
１
月
28
日
、
六
ヶ

所
村
議
会
議
員
等
９
名
が
、

視
察
の
た
め
来
町
さ
れ
ま
し

た
。

　
六
ヶ
所
村
議
会
で
は
、
住

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

し
、
議
会
の
様
子
を
放
送
す

る
こ
と
を
検
討
中
で
、
当
町

の
議
場
シ
ス
テ
ム
と
五
戸
ち
ゃ

ん
ね
る
で
の
一
般
質
問
放
送

を
も
と
に
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
議
会
議
員

当

町

を

視

察

平
成
27
年
12
月
定
例
会

傍
聴
者　

　
　
延
べ
人
数
　
３
人

　
　
　
回
答
者
数
　
３
人

○
性
別
は
？　

　
　
男
性
　
３
人

○
年
齢
は
？ 

　
50
歳
代
　
２
人

　
60
歳
代
　
１
人

○
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
か
？　

初
め
て
　
１
人

　
１
・
２
回
　
１
人

　
３
〜
５
回
　
１
人

○
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
で
議
会
の

一
般
質
問
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

あ
る
　
１
人

な
い
　
２
人

○
ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

毎
号
　
　
１
人

い
な
い
　
２
人

議
会
傍
聴
者

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
表



⑨ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ⑧

　
五
戸
総
合
病
院
の
接
遇
は

良
く
な
っ
た
か
。

　
接
遇
の
改
善
は
日
々
努
力

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
町

民
に
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
病
児
保
育
は
検
討
し
た
か
。

　
検
討
し
た
結
果
、
人
員
・

経
費
等
負
担
が
大
き
い
た
め

現
段
階
で
は
難
し
い
と
の
結

論
で
あ
る
。

　
国
会
議
員
が
枕
花
を
供
与

し
た
こ
と
で
問
題
に
な
っ
た

が
、
ほ
か
に
ど
ん
な
こ
と
が

違
反
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

町
民
に
も
周
知
す
る
べ
き
で

は
。

　
公
職
に
あ
る
も
の
は
寄
付

が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
花
輪

や
盛
り
か
ご
な
ど
は
寄
付
に

該
当
す
る
。
た
だ
し
、
６
親

等
内
の
血
族
、
配
偶
者
及
び

３
親
等
内
の
姻
族
が
亡
く
な

っ
た
場
合
の
花
輪
や
盛
り
か

ご
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
人
が
出
席
す
る
葬
儀

等
の
香
典
は
認
め
ら
れ
る
。

　
町
民
へ
の
周
知
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
付
な
ど
考
え
た

い
。

　
刑
罰
は
。

　
時
効
は
あ
る
の
か
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
べ
き

か
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
は
、
警
察
に
通
報
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
人

の
名
誉
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

慎
重
に
す
る
必
要
は
あ
る
。

　
刑
が
確
定
す
れ
ば
罰
金
は

も
ち
ろ
ん
、
５
年
間
は
公
職

に
着
け
な
い
。

　
通
報
は
何
年
経
っ
て
も
で

き
る
が
、
３
年
以
上
経
過
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
時

効
と
な
る
。

　
第
９
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
売
買
契
約
が
合
意
解

約
と
な
っ
た
経
緯
は
。

 

　
落
札
業
者
が
水
槽
の
位
置

の
と
ら
え
方
を
誤
解
し
て
お

り
、
こ
の
位
置
で
は
作
れ
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
。

　
な
お
、
町
の
仕
様
書
の
表

記
も
あ
い
ま
い
だ
っ
た
た
め

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
課
さ
な
い
合

意
解
約
と
し
、
再
度
調
整
し

再
入
札
す
る
。

　
水
槽
の
位
置
へ
の
質
問
書

が
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
き

ら
か
に
業
者
の
ミ
ス
。
私
は

２
〜
３
年
は
入
札
に
参
加
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
。

　
ま
た
、
過
去
10
年
間
の
仕

様
書
を
み
る
と
、
例
え
ば
Ｇ

Ｍ
と
書
い
て
あ
れ
ば
同
じ
業

者
と
１
０
０
％
契
約
し
て
い

る
。
今
回
は
新
し
い
業
者
の

話
が
持
ち
上
が
り
、
う
た
が

え
ば
キ
リ
が
な
い
。
仕
様
書

は
特
定
の
業
者
に
合
わ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
し
、
購
入
担

当
者
を
よ
く
指
導
し
て
頂
き

た
い
。

尾形 裕之 議員

◆
葬
儀
に
関
し
て
の
公
職
選
挙
法
違
反

　
と
は

　町
長

　花
輪
盛
り
か
ご
な
ど
禁
止

　
　
　
　さ
れ
て
い
る

◆
第
９
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

　
購
入
は
ど
う
な
る
の
か

　町
長

　再
入
札
と
な
る

㈱倉石地域振興公社

一般質問
答 

蝦
名
院
長 

答 

蝦
名
院
長 

答 

三
浦
町
長

答 

金
澤
選
管
委
員
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
五
戸
総
合
病
院
の
接
遇
の
改
善
は

　院
長

　努
力
し
て
い
る

町
と
し
て
は
水
槽
の
位

置
は
車
両
中
央
（
上
図
）

を
意
味
し
て
い
た
が
、
業

者
は
艤
装
中
央（
下
図
）

と
と
ら
え
て
い
た

　
平
成
27
年
10
月
16
日
、
田

子
町
に
て
八
戸
圏
域
定
住
自

立
圏
形
成
促
進
議
員
連
盟
主

催
に
よ
る
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
、
五
戸
町
議
会
議
員
11
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

視
察

・
田
子
町
に
ん
に
く
専
用

Ｃ
Ａ
冷
蔵
庫

・
県
境
産
業
廃
棄
物

不
法
投
棄
現
場

講
演

「
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
」

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課
長

黒
瀬
　
敏
文
　
氏

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
関
す
る
勉
強
会

　
平
成
27
年
11
月
６
日
、
三

戸
町
に
て
三
戸
郡
町
村
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

五
戸
町
議
会
議
員
15
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
演

「
八
戸
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
広

域
連
携
に
つ
い
て
」

八
戸
市
長
　
小
林
　
眞
　
氏

　
講
師
は
震
災
の
復
興
事
業

と
と
も
に
進
め
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
の
紹
介
と
、
広
域
で

の
連
携
の
重
要
性
を
説
き
ま

し
た
。

三
戸
郡
町
村
議
会

議

員

研

修

会

　
平
成
27
年
10
月
29
日
、
山

形
県
尾
花
沢
市
議
会
市
民
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
等
６
名

が
、
行
政
視
察
の
た
め
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
路

線
バ
ス
の
運
行
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
当
町
の
取
り
組
み

事
例
を
も
と
に
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
尾
花
沢
市
は
人
口
約
１
万
７

５
０
０
人
、
銀
山
温
泉
が
有
名

で
、
尾
花
沢
す
い
か
や
尾
花
沢

牛
な
ど
が
特
産
。
サ
ッ
カ
ー
女

子
日
本
代
表
監
督
佐
々
木
則
夫

氏
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
る
。

山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

議
員
当
町
を
行
政
視
察

　
平
成
28
年
１
月
28
日
、
六
ヶ

所
村
議
会
議
員
等
９
名
が
、

視
察
の
た
め
来
町
さ
れ
ま
し

た
。

　
六
ヶ
所
村
議
会
で
は
、
住

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

し
、
議
会
の
様
子
を
放
送
す

る
こ
と
を
検
討
中
で
、
当
町

の
議
場
シ
ス
テ
ム
と
五
戸
ち
ゃ

ん
ね
る
で
の
一
般
質
問
放
送

を
も
と
に
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
議
会
議
員

当

町

を

視

察

平
成
27
年
12
月
定
例
会

傍
聴
者　

　
　
延
べ
人
数
　
３
人

　
　
　
回
答
者
数
　
３
人

○
性
別
は
？　

　
　
男
性
　
３
人

○
年
齢
は
？ 

　
50
歳
代
　
２
人

　
60
歳
代
　
１
人

○
議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
か
？　

初
め
て
　
１
人

　
１
・
２
回
　
１
人

　
３
〜
５
回
　
１
人

○
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
で
議
会
の

一
般
質
問
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

あ
る
　
１
人

な
い
　
２
人

○
ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

毎
号
　
　
１
人

い
な
い
　
２
人

議
会
傍
聴
者

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
表



⑪ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ⑩

平成24年２月29日
議員数22人から18人となり、15期議会が始動。 

和田 寛司 議員が13代議長、大沢 博 議員が副議長となる。

平成24年９月
議会一般質問を五戸ちゃんねる（五戸町ケーブルテレビ）で放送開始。
（ボランティアスタッフによる撮影・編集）

平成24年11月
第１回議会報告会を開催。（第２回平成25年11月・第３回平成26年11月）

平成25年９月
議場システムを購入し運用開始。
（音響設備の更新とともに映像設備を追加し直営で議会の様子を撮影可能とした）

一般質問において一問一答方式と一括方式の選択制を導入。

平成25年９月
五戸総合病院検討委員会を設置。
（五戸総合病院の今後の方向性等に関して調査検討し必要な提言を行うもの）

平成27年２月
五戸町議会が、議会活性化に努めたとして、

全国町村議会議長会から表彰される。

平成27年６月
議員一名が、町長選挙立候補により議員失職。議員17人となる。
（規定により補欠選挙は次の県又は町の選挙時に行われる）

平成27年10月
次期議会議員定数について議員全員協議会で検討協議する。

平成28年２月28日
15期議会議員任期満了となる。

※五戸町議会の議長及び副議長の選出方法
　議員中議員からの推薦又は投票によって選出されます。

投開票日

告示日

議員定数

立候補者数

有権者数

投票率

トップ当選者得票数

議員任期
平成20年２月29日

～
平成24年２月28日

前々回

五戸町議会議員選挙結果比較

前　回 今　回

平成24年２月29日
～

平成28年２月28日

平成28年２月29日
～

平成32年２月28日

平成20年２月17日

平成20年２月12日

22人

23人

17,021人

69.17％

769票

平成24年２月19日

平成24年２月14日

18人

21人

16,358人

69.40％

929票

平成28年２月21日

平成28年２月16日

18人

告示日判明

約15,600人

開票後判明

開票後判明

五戸町議会議員選挙投開票日
平成28年２月21日（日）

議会４年間の主な出来事　№1議会４年間の主な出来事　№２



⑪ ごのへ議会だより 第18号 ごのへ議会だより 第18号 ⑩

平成24年２月29日
議員数22人から18人となり、15期議会が始動。 

和田 寛司 議員が13代議長、大沢 博 議員が副議長となる。

平成24年９月
議会一般質問を五戸ちゃんねる（五戸町ケーブルテレビ）で放送開始。
（ボランティアスタッフによる撮影・編集）

平成24年11月
第１回議会報告会を開催。（第２回平成25年11月・第３回平成26年11月）

平成25年９月
議場システムを購入し運用開始。
（音響設備の更新とともに映像設備を追加し直営で議会の様子を撮影可能とした）

一般質問において一問一答方式と一括方式の選択制を導入。

平成25年９月
五戸総合病院検討委員会を設置。
（五戸総合病院の今後の方向性等に関して調査検討し必要な提言を行うもの）

平成27年２月
五戸町議会が、議会活性化に努めたとして、
全国町村議会議長会から表彰される。

平成27年６月
議員一名が、町長選挙立候補により議員失職。議員17人となる。
（規定により補欠選挙は次の県又は町の選挙時に行われる）

平成27年10月
次期議会議員定数について議員全員協議会で検討協議する。

平成28年２月28日
15期議会議員任期満了となる。

※五戸町議会の議長及び副議長の選出方法
　議員中議員からの推薦又は投票によって選出されます。

投開票日

告示日

議員定数

立候補者数

有権者数

投票率

トップ当選者得票数

議員任期
平成20年２月29日

～
平成24年２月28日

前々回

五戸町議会議員選挙結果比較

前　回 今　回

平成24年２月29日
～

平成28年２月28日

平成28年２月29日
～

平成32年２月28日

平成20年２月17日

平成20年２月12日

22人

23人

17,021人

69.17％

769票

平成24年２月19日

平成24年２月14日

18人

21人

16,358人

69.40％

929票

平成28年２月21日

平成28年２月16日

18人

告示日判明

約15,600人

開票後判明

開票後判明

五戸町議会議員選挙投開票日
平成28年２月21日（日）

議会４年間の主な出来事　№1議会４年間の主な出来事　№２



ごのへ議会だより 第18号 ⑫

　
あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間
で

し
た
が
、
町
お
よ
び
議
会
に

と
っ
て
、
議
会
改
革
が
大
幅
に

進
ん
だ
、
大
変
重
要
な
４
年
間

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
、

五
戸
町
議
会
は
全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
を
頂
い
た
訳
で
す

が
、
微
力
な
が
ら
そ
の
議
会

改
革
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
と
て
も
光
栄
な
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
、
良
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
議
会
広
報
に
関
し
て

は
、
広
報
副
常
任
委
員
長
と
し

て
、
住
民
が
よ
り
読
み
易
く
、

理
解
し
や
す
い
紙
面
作
り
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
最
近
、
県

議
会
で
も
議
会
広
報
を
創
刊
し

ま
し
た
が
、
こ
の
事
を
考
え
る

と
、
活
字
に
よ
る
情
報
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
次
期
議
員
に
な
ら
れ
た
方
々

に
は
、
町
発
展
の
た
め
に
さ
ら

に
議
会
改
革
を
推
し
進
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

副
委
員
長
　
髙
山
　
浩
司

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか
委
員
長
　
根
　
森
　
隆
　
雄

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

委
　
　
員
　
松
　
山
　
泰
　
治

委
　
　
員
　
沢
　
田
　
良
　
一

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

委
　
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

次
回
の
広
報
は
、

平
成
28
年
５
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

３月定例会は３月中旬開催予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

五戸町選挙管理委員会からのお知らせ

政治家の寄附は禁止！ 有権者が求めることも禁止！
　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは禁止されています。違反すると処罰されます。
　また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を
実現しましょう。

※寄附禁止の例外として親族に対する寄附は一部認められています。(ここでいう親族とは６親等内の
血族、配偶者及び３親等内の姻族)

五戸町選挙管理員会事務局　Tel 0178－62－2111（内線215）


